


















































































































































































































































































































































はフロー ト型と称されて, 窮地の多くをフロー トによって田面で支えているもので,現状にお
いて定常 している｡テイラー型では全体の東映が大となり,またその蛮地の多くを耕盤で支持
しているが,田面のおうとつに比較して耕盤のおうとっが大きく,ピッチングなどによって田











































































































































区 種　　別 σ ム
1 耕　　盤 一〇．935 O，757
1 田　　面 一且．47 0，662
唇 耕　　盤 一〇．991 L267
圖 田　　面 一L79 O，808
■ 耕　　盤 一〇，937 LO65
［ 田　　面 一L71 0，718
四 耕　　盤 一1．12 L58
w 田　　面 一L53 0，945
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固定端の径 自由端の径 試料長 たわみ量 場合のヤング率 場合のヤング率
山 ㎜ ㎜ ㎜／9 ㎏／㎡ ㎏／㎜2
3。42×1．472．85x1」068．0 10．3 25 36
3．25×2．002．87XLI268．0 ε2 21 30
2．94XL642．52Xl．0263．5 10．4 19 27
2．61×1．862．50×13569．5 96 18 26




































































































































































































鋼 Lo 0　　0　　0　　0　　2　　0 O　　O　　O　　O
1．5 5　　2　　0　　3　　0　　0 2　　1　　1　　0
0．5 0　　0　　0　　0　　0　　0 0　　0　　0　　0











































要　　因 ゴ〆 ∫5 朋5 ’1
反　　覆 3 O．21 O．07
移植後日数ρ 1 208．42208．42 　　率宰X3〔｝．4
加圧材料ルゴ 1 6．22 622 　　‡ホQ7．8
加圧力　　P 2 3．14 L57 　宰宰V．O
ρX尼 1 2．26 2．26 　宰＊P0．O
瀞XP 1 1」7 1．17 　‡＊T2




























































































































































移植後経過日数 1　週　間 2　週　間 3　週　間























移植後経過日数 1　週 問 2　週　間 3 週　間






















































































































































































































































































































































































































































項　目 節 A 機 ［3 機 c 機
κ2 6．6 （－6．6） ll．9 （－1L8） 4．7 （－5．1）
最下点の位置 飾
一一 Q．7 （　54） 一17．呂 （　18．7） 一3．3 （　3．O）
尺4 一8．6 （　8．5） 25．3 （－25．2） 4．1 （－4．8）
臨 7．4 （－7，4） 7．8 （－7．8） 8．4 （－8．4）
尺2 L6 （－L9） 7．2 （－6．6） lL2（－10．6）
土壌　へ　の R3 一〇．9 （　0．5） 一2．6 （　4．5） 一7．9 （　9．9）
進　入　速　度 尺4 2．6 （－3．2） 0．7 （　0．8） 0．3 （　0．4）
＆ 2．8 （－2．9） 4．6 （－47） 6．9 （一一7．O）
尺2 一L6 （　L6） 12．4 （一一ILO） 19．3 （－15．3）
土壌からの κ3 L7 （－o．7） 一5．8 （－IL6） 一1．8 （　3．7）
脱　出　速　度 侃｛ 一2．5 （　2．3） 　‡|13（－6．0） 3．5 （－L9）
R5 02 （一α1） 4．9 （－5．3） 5．7 （－6．0）


















































































































































































































































































































































条 件 J 仙 1 恥 -1 仙:i No.Ll 恥5
/'min(孤) 2,U(3 1UU 二が)(〕 15O 15O
pI (Jnm) ry 275 175 二三6080 と葺0 11)U
p. (EDA) Iy 29O l9O lJ9O 95 7550 50 70 ■ 200 ニ200
p, (nJn) I∫ 二王00 2OO こう00 120 1003 30 3 20O 2
p. (nn) ∫ Ji70 170 270 220 200-10 - 0 -10 -10 -ilo
p8 (也) Iメ 230 13O 二三30 200 1t～0-1 - 0 -14 -14 - 5
p. (帆) I∫ 210 110 210 200 ユ80-10 - 0 -loo -1 -lュo
苗取り出し最低速度(m/see) 1_O l_0 1.0 1.0 1.0
固定節と従勤節との ∫ -70.71 -70.71 -70_71 0 0
























































Nu1 恥2 NR.'j NR4 Nn.5
〟1 lOt∴与487 99,9リリJl loo.1)345 60.000二i 59,9966
軒 RZ 31.9350 37ー53OU :HiLIOOB 32.2:2:1:ラ 二m.609二三
Rユ 125,482>6 90.65:i6 109.0962 46.1449 48.3776
長 凡 76.6739 58_lLlO1 7′1.3417 62ー322と～ 63.826∠】
RS 266_9700 166.5794 26.i.2660 199.6741 i)12.9381
LIPl* -0_6265 3.70二㍍! -U.3343 - -
APE偏 S 2.6190 L691O 0.6715 -0ー0504 -0.203】-3086 -I.750 - 9440 I.5343 1_7日 .r5
Ap- 0.3521 5.431fi 4.07:∠0 1.8985 Ll53と;





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































苗の種類 （㎜） 2 5 8




























































































































































































































8-6) 朋尾同志,川村 登 iEt]植機欠株警報装把-の純流体素子の適用について.農業機械
学会第二iU回線全課演要旨.p.83.1971
8-7) 小山-辛,他 ;lLl回路ハンドブック.p.116.テライス杜.1970
8-8) 三菱屯気株式会社 ;半等休典積回路ディジタル回路応用編.恥 17-003A.p.19.
1969
8-g) GARRET,G･E.;Devicedesignedro√syJIChro10uSthinrtingoE-plants.Ag･Enpg･
voL47･p･652･1966
Li-1UJ cox,S.W.R.,etalこElectTCLChemicalthinningorsu伊rbeeLJIAgT･Eng･Res･
yol.Ⅰ4.p.332.1969
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第9章 総 括
　高性能田植機の改良開発を目的とし，機構学的な見地から植付け機構の総合を中心に考究し，
また田植機高性能化に関連した事項の研究を行なった。その内容の大略は次の通りである・
（1）テイラー装着型田植機整地板の上下変動がテイラー本体の上下運動および耕盤と田面のお
うとっによって生じ，それらの間の関係が線形であると仮定して，パワスペクトル法を用いて
それらの相互関係を求めた。その結果次の事項が明らかとなった。耕盤と田面のおうとつはそ
れぞれ畑地のうねに沿った地表面と舗装道路の表面のおうとっに似ている。テイラー本体の上
下運動は主として水田車輸のラグに起因し，代かき方法によって異なる。田植機整地板の上下
変動はテイラーへの田植機の取付け方法によって異なり，今後装着方法を考究する必要があろ
う。また田植機整地板の上下変動に及ぼす水田のおうとっの要因は数量的には判然としなかっ
たが，耕うん法の異なるほ場でその上下変動のスペクトルが異なる以上何らかの要因があると
考えられ，耕盤を乱さない耕うん法を選らぶ必要がある。
（2）成苗の葉鞘部を漸変断面を持ち密度一様で空腔のある等方性の弾性体と仮定して，引張り
試験法，曲げ試験法および振動試験法によってヤング率を求めた。実験の結果，その値は大略
28周35㎏／㎜2であり，また引張り試験法によって得た値は他の方法で得た値に比して小さい。
（3）田植機を利用した場合，田植機による苗処理が移植後の初期生育に及ぼす影響を明らかに
するため実験を行ない次の事柄を知り得た。根洗い苗をピンセットではさみ植え付ける形式の
田植機では植付け精度に支障のない限り苗をはさむ力は小さく，はさむ面はおう面をなしまた
粘弾性的効果のある材質である事が好ましい。しかし植付け角度はあまり重要な項目ではない。
凍に土付き稚苗にっいては株を形成する際根部を傷め難い形式のものが移植後の初期生育上良
い結果を示している。稚苗についても冠水を無視すれば植付け角度はあまり重要な項目ではな
い。
（・0　4節機構を用い往復運動を行なう田植機植付けづめ先端の径路，速度および加速度を電子
計算機を用い，実用上正確な笹とみなせる精度で近似的に求める手法を明らかにした。次に
この手法によってマット状苗を植え付ける田植機とひも状苗を切断して植え付ける田植機につ
いてつめ先端の径路，速度および加速度を求め，植付け機能から考えて合理的なつめの運動で
あることを明らかにした。またこの手法によって計算すれば，機構条件を変えた場合の径路，
速度および加速度が簡単に求まり，各節の長さの変化がっめ先端の運動に及ぼす影響を数値的
一90一
に明らかにした。
（5）　4節機構を用いた植付け機構を合理的に設計しようとして，前項で求めた解析的手法を総
合へ応用する方法を明らかにした。すなわち各節の長さに乱数を与えて径路の解析を行なう事
を繰り返し，与えた条件を満たす節長の組合せを探し出す手法であワ，モンテカルロ法による
機構総合と仮称することにした。なおこの手法によれば通過非許容領域など従来の機構総合法
では与え難い条件も与えることができる。またこの手法によって得られた機構をより正確な機
・構にするために機構の各節の長さをそれぞれ変数として多変数関数の極値を求める手法の導入
を試み成果を得た。良好な植付けを行なうために必要な条件を求めようとして実験を行なった。
その結果土壌中におけるつめの前後方向の運動を小さくする事が必要であることが判明した。
5個の例について上述の手法で数値計算を行ない，かなりの精度で機構総合のできることを明
らかにした。
（6）ひも状苗を切断して植え付ける回転型植付けづめの形状にっいて研究を行なった。っめの
作用を苗の切断，苗の土壌表面までの搬送，土壊中に進入し植付け所定位置までの移行および
植付け所定位置からの脱出に分け，各作用について必要な条件を明らかにした。次にこれらの
条件を満たすっめの形状を田村座標などを用いて求めた結果，一つの近似解としてインボリュ
ート曲線を得た。また土付き苗根部と金属板との摩擦力および付着力を実験的に求め，つめ車
の高速回転を行なう轟限界巌を求めた．．のほか在来のこの種のつめの形状を調査し，上
述の回転型植付けづめとして必要な条件を満たしていることを明らかにした。
⑦　収量に影響のある連続欠株を検出し警報する装置を開発しようとして実験を行ない次の結
果を得た。電子装置を用い苗の検出結果から欠株であることを判定する論理回路，欠株の計数
および警報回路を試作した。検出方法として光電方式，超音波方式および接触型電気抵抗方式
を取り上げ実験的に検討した結果，超音波方式は難点が多いが他の二方式は利用できると判断
した。試作した連続欠株検出警報装置を稚苗用田植機に取り付け室内において模擬実験を行な
い，二三の問題点はあるがその実用化の可能性を明らかにした。
一91一
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　為
　5
　6
　7
　8
　9
ユo
工1
12
13
ユ4
ユ5
ユ6
17
工8
19
20
2工
22
2，
24
25
26
27
28
29
30
3ユ
32
⊃3
3勾
35
36
37
，6
39
40
41
42
ら3
“ら
ら5
ら6
ら7
邸9
恥9
50
51
52
53
付 録 モンテカルロ法による機構総合のプログラム
く
611
101
102
103
ユ04109
ユoら
15
ユ07
．。NTEしALH。　H。・・1・・RU　F。up　bAR　UNくAGE　N°S⊃6つ
DIM芒闇51つN　RA巳〔10）・RR‘b．10）
DT82．O
lJ賦－181
READ（…ト●10］」⊃へ普Sし
圃RITE（6唇6ユ1，NSL
FつH嘱AT‘1HO・5X・・NO　OF　5YNTHES151・110〕
READ‘5．10工⊃N
FOR蝸AT（110）REAP｛5唇ユ02）F置X・A2・b2・A3．B⊃・Aら覧8画・A5・巳5
FOR矧AT〔9F8・O）霞譜：183慰幽貴lll玉乙鷲己宏～：離三1瓢E《・。・E・…EA・2
FORMAT‘12F6噛O｝
副RlTE‘6r10ら）NFORMAT（1HO．5x，・くURI匡AEsHI　NO‘A∠Ull10）
Fこ〕R、‘Arr‘2FBIO，
REA：）く，・ユ09⊃Dへ4AA
D同－SQRTく2。O）■DHAス嵩5∴；llli出811贈糠皇・黙δPlこ57：糠llllll：1二・．・・，・．・・…
嵩8離i≒1了lll｝臨F鰍δ・1齢8°驕？ll；ll乙1含ll：緊｝鵬δ．・・1
　　　ユH），，
　　　　Drl、匿ユ．OO、O
　　　栂RIT∈‘6・ユ上南，D同1N
11。F〔、晒＾T‘1H。．5X・1丁5U・A－TEN・《’Fユ。・5・’Y。Rl　5°T°6A肖ぺ）
・。・
A聾1讐舘1；illlil；i；illl擦liilil！ll言iヨ1；二こ；1潔獺1≦ll邑1；71二二1骨
　　　2B圏3．2H⇔R｝
　　　冒RITE（6■108）　　　FOR》iAT｛ユHO，．JO民EN　O　MITASLI　L！NK　NO　NAGASA暫ノ！鵡瓦g島HNN1　唱畠H閥N2　，“H㍉憎3108　　　い4HN晒，咄M5，・酬6・幽HNN7潮NN8凶X・2・Rユ・ユ3X・2HR2・13x・2HP3・13x
　　　2r2HR41エ3翼．2HRう，
　　　Nh工－N」2冨～N3匿N、ら冨P小虚5躍NN6冨NN7翼h」掴』80
　　1　DO　IO　1811Nや1
　　　　1Fく1．E｛詣．N＋1｝5TOP
　　　”N1冨Mh■1噌・1
　　　　1F‘h樽工ノ1000100・E㊥．NN1｝GO　Tく）　31
　　　GO　Tつ　3031
　　31
1313031
WR匡TE‘6・131）閥Nユ
FORMAT‘1HO．2X・14）
R1躍F！其
R28A2◎62⇔HANDO胡｛O）
R3■A3φ83■RANDQM｛O）
R4卜－A4＋巳亀⇔RANDOM‘O）
Rう8A5ゆB5■PANDO喝｛0⊃
1F（A岡1N1ひ電ユ。R2●陸3●R4）．NE．R2）GO　TO　ユ0
1F‘P3。（5EgR1φR｛6－R2・OR，R3．LE●ABS‘RユーRら）φR2）GO　T：〕　10
に民■i
DO　20　JJ冨二L●1J民
FJJ塁FLOAT〔JJ）　齢DT
其τHETA冨3・工も1593ノユ亀O．O骨FJJ
翼t＿－50HT‘Rユ■R↓●k2曇H2“：～・0齢P1櫛臼20（OS‘XTHET戸））
XA5｛翼L●メLφR3書R3－RもφR4）ノ〔2・O●XL蒔R∋）
1F‘AB5〔其｝く）・（5T。1・0）GO　TO　20
∋5凸1冨一AR⊂OS‘翼〕〔）
自E「白ム曾轟只5冨N‘口2’XL■51吋｛翼TH誓TA）｝
一92一
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　55
　56
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　60
　6ユ
　62
　63
　64
　65
　66
　67
　68
　69
　70
　71
　72
　7，
　74
　75
　76
　77
　78
　79
　80
　81
　82
　85
　8ら
　85
　86
　87
　88
　89
　go
　9192
　93
　9侮
95
96
97
96
99
100
101
102
103
10ら・
ユ05106
107
108
109
110
1ユ1112
113
コ．1直
ユ⊥5
116
1⊥7
118
1ユ9120
2002
100ユ1002
　　51
32
工32
1003
100ら
　　う2
ら1
1ら1
1005
ユ006
　　53
ら2
1ら2
1007
工oo8
　　5ら
　36
コ．36
1009
1010
　　5う
37
1，7
工011
1012
　　56
200
DELTAロXTHE了Aウ巳εTA－PSAI
XR置S¢RT（R20R2＋R5骨R5－2・0●R2骨R5昏⊂OS（DELTA）⊃
THRB■3響141593－DELTA－ARSIN‘S1N（DELTA）！）くR骨R2｝
ALPHA豊鼠THETA＋THR8
CONT星NUE
1FくXR．LE：．DH厘N｝GO　〒0　10
IF（ALPHA・LT．RA－EA1昏2●O）GO　丁0　10
GO　TO｛ユ00101003・ユOO50100701009●10：L1⊃oKK
lF（AB5（ALPHA　　　　－RA⊃－EA工）ユOO201002・20
1F（ABS（XR暉PA，－EA2｝51，51噂20
匡K■2
瞳N2■NN2・←工
：F‘NN2！10骨10eEO・N側2⊃GO　TO　32
GO　TO　20
WRITE（61132）NN2
FORHAT（1H　，6貰・：4）
GO　TO　20
！F｛ALPHA　　　　，　GT．RBやEA3◇O・01⊃GO　圏「0　10
：F｛AB5｛Al＿PHA　　　　－RB，．EA3）1004・100ら層20
：F｛ABS‘XR－PB〕．EA4）52・52・20KK83
NN3暫hrN3・レユ
IF（NN3！5価5．εO・NN3）GO　TO　4ユ
60TO　20
冒R：TE（6・141）NN3
FORHAT〔1H　．10X・14⊃
GO　TO　20
1F（ALPHA　　　　．GT曾R⊂＋EA5申O．0工｝GO　TO　：LO
IF（AB5（ALPHA　　　　－R⊂）－EA5）1006．1006．20
1F（AB5く⊃くR髄P⊂）－EA6）5⊃．53．20
KK■ら
NN4■－NNもr卜1
：FくXR骨ABS｛AしPHA　　　　口A」PHB　　　　　　｝ノ（DT！1ららO，0）oLTo1000・0｝60　TO　工O
NN，■NN5＋1
：F〔［JK．GT。1000）60　〒0　ら2
GO　TO　20
”R：TE（60142）NN5
FORHA「「（1H　●ユ8X，：4）
GO　TO　20
童F（ALPHA　　　　置GT璽RDやEA7噸OoO1）GO　TO　IO
lF‘ABS〔AしPHA　　　　－RD》．EA7｝：LOO891008噛20
：F‘A巳5（其R－PD）－EA8⊃5ら・5ら020
N凶6皐NN6う1
KK霜5
冒RlTE（6●ユ36｝NN工・NN2・NN3・NNら，NN5・NN6暫R1・R2・R3gRら璽R5
FORHAT（ユH　．2X噸61ら●8X．5（3X・Fユ2．8）｝
GO　TO　20
：F｛ALPHA　　　曹GTgREゆEAg＋O・01）GO　TO　10
：F｛ABS（ALPHA　　　　－RE）－EA9｝1010r1010噂20
竃F⊂ABS（XR－PE）・EA10）55155．20
K民重6
NN7豊NN7◎1
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